






































































駆使して広場空間を表現していったことは、この本のもうひとつの価値であろう。例えば、広場の大きさを感覚的に捉えるの は無く、距離という物的な物 しで示 あることは、世の計画者とってはきわめて有効な内容を提供してくれるものであろう。そして方位が書き込まれた広場図面と都市図も添えられており、広場を把握していくための基礎条件として有効である。また、広場の平面形態 描かれたイラストの方位を一致させて表現している点は編集者の努力の賜となっていると思っている。　
いずれにせよこの本を読み進んでいくと、広場
概念の多様さを再認識させられながら、世界各地の広場に接することができ、旅行者として 体験にもつながるが、一方で、都市空間の計画者に役立つ内容ともなってい も確かである。
はないかと私は思っている。論理の進め方は、広場概念とは多様な内容を包括できるも であり、ヨーロッパ的な都市の広場から、日本的な向こう三軒両隣的な界隈空間まで、その空間規模とそこで行われている活動の内容により、ランク分けが可能 あるとし、空間軸・人 軸という
2軸によ




れの広場形態の特徴を捉えて表現されており、都市広場 形態を適切 表現することとなり、広場論について 有効な力を与えてくれる である。そして、もちろん各都市の歴史的な成り立ちや特徴を短いコメントで示している点も豆知識として役立つものとなって る。ソフトな色使いのイラストが、この本のもうひとつの魅力を高めており、出来れば全ページをカラーイラストで埋めてほしかったのであるが、そこは出版の条件があって、なかなか許さ ないという のであろう。　
大学の研究室で継続的な研究活動として行って
（おおさわ
　
りょうじ
　　
株式会社エステック計画研究
所代表・元東京造形大学講師）
ヴロツワフ（ポーランド）のイラスト（18－19 頁より）
